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研究所名称の変更について
原子炉実験所は昭和38(1963）年に京都大学の附置
研究所として設立され、京都大学研究用原子炉（KUR)
や京都大学臨界集合体実験装置（KUCA）の利用を中心

とする全国共同利用研究所として活動してきました。平

成22(2010）年からは、共同利用・共同研究拠点、に認定さ
れ、より一層の努力を積み重ねてきたと乙ろです。さて、

このたび自らの役割及びその特長を見直した結果、より

ふさわしくかっ「我々の意図」を明示するものとして研究
所名を平成30(2018）年4月1日付けで変更する乙とにし

ました。

なぜ名称変更を行うのか

今回、「原子炉実験所」の名前の由来を記録した資料

を探して見ましたが、残念ながら適当なものを見つける

乙とは出来ませんでした。その由来には所内でも諸説あ

りますが、研究所の50年史の「回顧録」を見ますと、研究
所設立に深く関わられた住田健二先生（大阪大学名誉

教授）が、「・・・KURが乙れほど学問的な成果を挙げてい
るにもかかわらず、今日に至るも「研究所」という格付け

を与えられていないことである。・・・京大附置の自由さ

を持った「実験所」ではなく、やはり「大学の研究所」には

してもらえないものだろうか？」と締めくくっておられま

す。所内での記憶は薄れつつあるものの、「実験所」とい

う他では見られない（やや変わった）名前には、設立時

の経緯に何らかの特別な意味合いがあったと推察され

ます。

さて、研究所設立以来、半世紀以上が経過し、我々の

意識や周囲の意見も大きく変化しました。現在、原子炉

実験所が求められているものは、「原子炉の安全管理は

最優先であるととは言うまでもありませんが、それだけ

では不十分であり、高度な研究成果の創成が必須」とい

うものです。KUR建設当時は、「原子力」の繁明期であり、
研究用原子炉を安全に運転・管理を行う乙とだけで「最
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先端の活動」でした。しかし現在では「研究用原子炉は

中性子源として優れてはいますが、やはり研究用ツール

の一つに過ぎず、それを用いてどのような研究成果をど

の程度生み出しているかが重要」というととが学術界で

の共通認識となっています。「原子炉の安全確保」は、現

実には最重要かつ最優先課題ではありますが、我々に

求められているととは、さらにその先の、それらを用い

て行う「高度な研究」です。

原子炉実験所に集まった研究者は、研究用原子炉と

いう研究ツールを使うという共通点がありますが、逆に

研究分野を間わないという特徴があります。通常の研究

所は、研究分野を研究所名とし、その分野の研究者が集

まって研究を発展させます。それに対して、原子炉実験

所では、通常の研究所では出会う機会がほとんど無い

様な異分野の研究者が日常的に接触するという「他で

は得がたい機会」があるのです。その結果、今まで無か

った新しい分野が、「異分野が出会う乙とに触発されて

生まれてくる」ことが期待できます。そして、このようにし

て生まれた新しい学問分野のととを我々は「複合原子力

科学」と名付け、乙れ乙そが我々の「長所」であり、乙れか

らも伸ばすべき特長だと考えています。その例としては、

ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）や加速器駆動システム
(ADS）などといった複数の「研究領域」が融合して生ま
れてきた分野が挙げられます。

乙れまでの研究所名（原子炉実験所）は「研究ツール」

を冠したものでしたが、それを我々が担うべき研究分野

名を新たな研究所名（複合原子力科学研究所Hこしたい
というととが、今回の改名の理由です。

我々は何を目指すのか

京都大学原子炉実験所は、工学・理学・農学・医学など

様々な研究分野のコミュニティに対して、原子力を利用
した研究を推進する「実験の場」を開発・提供するところ

から始まり、さらに複数の「研究領域」が融合した「複合

原子力科学」を生み出してき

ました。

我々は、多様化する社会の

諸課題解決へ大学独自の学術

的視点、を一層効果的に活用し

て、異分野が融合した「複合原

子力科学」を加速・推進し、放

射線や放射性物質の利用等

によって、基礎科学、医学応

用、農業、士業分野での産業応

用など多岐にわたる研究教育

を行い、エネルギーの安定供

給、医療技術、食料問題などの

多様化する諸課題を解決して

いくうえでの社会的役割を果

たす乙とを目指します。

また、圏内の研究炉の動向
等を踏まえると、原子力利用を

支える関連コミュニティにとっ

て、本研究所の役割の重要性

は増しています。このような環

部局名称変更に伴うユニット制の導入についてー「複合原子力科学創成プラットフォーム」の構築ー

境下において、現在果たしている共同利用・共同研究拠

点、の機能を維持し、複合原子力科学研究分野を主導・

提供する使命を担っていることを改名によって内外に

強く明示し、その価値を一層高めていきます。

より具体的には、改名すると共に、研究組織について

は、 d’研究フィールド”の融合を加速・促進する研究ユニ

ットを立ち上げる改組を行うととにより、特徴的かつ多

様な測定手段（中性子放射化分析、陽電子消滅、中性

子・X線構造解析、メスバウア一分光等）を同一サイ卜
内で実施できる環境を生かし、外部研究者の参加も得
た分野を融合したM複合原子力科学”を創成する『複合

原子力科学創成プラッ卜フォーム』を構築し、今後もコミ

ュニティの研究活動をより強力にリードして行乙うと考

えています。
今後、さらに、中性子をはじめとする放射線および放

射性物質とそれらを利用できる施設を共同利用・共同

研究に供するとともに、放射線利用と核エネルギー利

用をコアとした基礎的・萌芽的な実験的研究を行い、新

しい複合原子力科学研究の展開を行います。すなわち、

研究用原子炉による実験及び原子力・放射線の有効利

用の研究などといった世界に誇る独創的かつトップレ

ベルの研究の深化と展開を図リ、関連研究分野の拠点

としての役割を果たして行きたいと考えております。

改名により気持ちを新たにし、所員一問、より一層研

究教育の発展に努めて参ります。今後とも、皆様方のご

支援・ご鞭提をお願い致します。

所長川端祐司
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｜電子ライ問乙よる放射性雄の製造 I 

原子力基礎工学研究部門放射能環境動態工学研究分野

窪田卓見助教

放射性核種は放射線を放出する物質であ

り、 般にはあまり好まれない物質のひとつで

す。しかし、ガンマ線を放出するものは、その透

過力の強古から非破壊分析に用いるととがで

きるので、重要な物質でもあります。このよう

な有用な放射性核種を、京都大学原子炉実験

所の電子ライナックで製造するととができま

す。電子ライナックは電子を加速して高エネルギ、 の電子を発生さ

せる装置ですが、この高エネルギーの電子を白金に照射して得られ

る制動放射線を用いて放射性核種の製造を行います。研究炉（KUR)

でも放射性核種の製造は行えますが、反応機構が異なるため、研究

炉では製造が難しい核種を製造することができます。放射性核種の

製造では、原料の元素とは別の元素を製造することができます。例え

ば、水銀から金を、カドミウムから銀を製造するととができます。ただ

し生産量は少なく放射性物質ですので、残念ながら、これで商売を

するのは難しそうです。それでも、分析に使う分には、十分な放射能

を得るととができます。

製造した放射性核種を用いて、福島第一原発事故により環境中に

放出した放射性物質の移行挙動に関する研究や環境中の微量元素

の回収方法（資源回収や廃棄物除去）の研究を行っています。原発事

故由来の放射性セシウムや放射性銀の挙動を模擬するために、バリ

粒子線基礎物性研究部門中性子物質科学分野

喜田昭子助教

生物の力ラ夕、は，大半がタンパク質から出

来ていますこのタンパク質は、健康食品のC

Mなどでお馴染みになった「アミノ酸」という

分子が鎖状につながり複雑な「構造」をとっ

て、初めて機能するようになります。水はH20で、

すが、比較的小さなタンパク質であるリゾチウ

ムというタンパク質で、もC616H963N19301B2S1oで，

あまりに複雑なので、化学式を見るだけではどとがどうなっているの

か判りません。そこで、「タンパク質の構造解析」が必要になります。

構造がわかると、そのタンパク質の活性部位に結合させて機能を失

わせる「阻害剤」を設計したり、酵素タンパク質を産業利用するとき

にどうすれば酵素の最大限の能力を引き出せるか、を考えたりする

道が聞けるので、構造情報はとても重要です。

私は、結晶を使って×線や中性子線で構造を明らかにする手法を

使って、タンパク質の構造を明らかにし、その構造からタンパク質の

機能に迫る「構造生物学」を専門としています。これまでに構造が明

らかになっていない様々なタンパク質や、タンパク質と他の分子の

複合体のX線結晶構造解析を行ってきました。最近では、サンゴー藻

類聞の共生に重要なキ となるタンパク質SLしそのX線構造解析に

成功しました（図．アミノ酸の鎖がリボンで表されています。（PDB

code: 3WMP, A. Kita etal, 2015））。X線では炭素や酸素、窒素など
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ウムやカドミウムを原料にして放射性核種を製造し、放射性核種の

土壌に対する吸着、植物への移行および動物体内への蓄積に関する

トレーサー実験を行っています。また、高レベル放射性廃棄物（核の

ゴミ）の地層処分において、安全評価上、重要な核種で、ある135(5の

環境中での挙動についての研究を進めています。上述の手法で製造

した135(5を用いて、環境試料の処理方法の高度化および測定手法

の開発を行っています。成果のひとつとして、環境試料中の135(5の分

析により、放射性セシウムの起源が原発事故か大気圏核実験かを示

すととができました。との成果を基に、原発事故（原子炉）由来の放射

性セシウムの拡散に関する研究に繋げたいと考えています。

植物（かんきつ類）への放射性核種の移行係数の測定

の位置が、中性子線で、は水素の位置がわかりますので，相補的に使

用することで格段に精密な構造が得られます。原子炉実験所は中性

図：SLL・2と糖の複合体構造

子線が利用できる施設ですが、タ

ンパク質結晶の中性子線回折実験

では非常に大きくて良質な結晶を

必要とし（写真）、その上、タンパク

質の水素をなるべく重水素に置換

する乙とが求められるので、結晶の

巨大化、重水素置換の汎用的な方

法の開発を進めています。またそ

れに加えて、中性子線を使ってタン

パク質変性過程を明らかにする研

究に着手しています。

写真・大型結晶の例

｜放射線問細菌の放射線耐性機構に関する研究

放射線生命科学研究部門放射線機能生化学研究分野

斉藤毅助教

自然界には実に様々な環境が存在し、生物はそ

の多くの環境に適応できるよう多様な進化を遂

げてきました。そして、高温環境、高塩濃度環境、

強酸性環境、強アルカリ性環境等、我々の常識に

基づくと生物の生存にとって大変過酷と考えられ

るような極限環境下においても生存可能な生物種が存在していま

す。このような生物種の過酷な外環境への適応機構を解明すること

は生物進化の全体像を捉え、進化の多様性を考察する上で極めて重

要な情報を提供することになると考えられます。

それらの生物の中において、ある種の細菌は放射線に対して極め

て高い抵抗性を有しているととが知られています。との放射線耐性

細菌の放射線に対する車越した耐性機構は、生物の環境適応機構

を考える上で大変興味深い研究対象であり、その耐性機構解明に向

け世界中で多くの研究がなされています。

私は、との放射線耐性細菌の放射線耐性機構に関する研究を始

めるに当たり、それら放射線耐性細菌の共通の特徴である生体脂質

中に存在する赤色色素に注目しました（写真）。これまでに私は、「複

数の代表的な放射線耐性細菌の含有赤色色素の構造を決定し、そ

れらが特異な構造を有する力口テノイド分子である乙と（図）」「それ

ら力口テノイドが極めて高いラジカル※除去活性、抗酸化活性を有す

るとと」「放射線耐性細菌の力口デノイド非産生株は放射線に対する

平成29年11月7目、標記研修会が熊取消防署において開催されま

した。「放射線」をキーワードとした熊取町内4事業所（原子炉実験

所、原子燃料工業、住友電工ファインポリマ 、ポ二 工業）は協定

を結び、町の防災活動への寄与と災害時における相互支援を目的と

して放射線防災対策連絡協議会を設置しています。本研修会は協議

会事務局である熊取消防署において4事業所が参加して毎年開催さ

れており、消防のプ口から技術を教わる貴重な機会となっています。

実験所からは荻野、栗原、関本、高橋（筆者）の4名が参加しました。

消防署長による開会挨拶と担当者による訓練説明の後、さっそく

実技訓練に入りました。始めは可搬式消防ポンプ取扱訓練と水ース

延長訓練です。操作手順はポンプ本体に記載がありますが、起動時

に給水ホースが貯水槽に引き込まれるため確実に固定するとと、筒

先は放水時に暴れるためしっかりイ呆持する乙と、大きな声で指示を

伝達することなどの勘所を教えていただきました。またホ ス同士

の接続は、金具根本を軽く踏んで口を上向きにするととで素早く行え

るというプ口ならではのアド｝＼イスもありました。

次に空気呼吸器の取扱い訓練が行われました。

背負うボンベは重量があり、また顔につける面体も

密着性が重要ですが、装着のコツを教えていただき

ながら参加者全員が装着体験しました。当初は空気

呼吸器を装着しての煙中歩行訓練も行われる予定

でしたが、都合によりド、キュメン卜映像を視聴しな

がらの講義になりました。建物内での火災発生時に

抵抗性が著しく低下すること」「力ロテノイドが放射線照射による生

体脂質損傷に対して防護効果を示すこと」等を明らかにしてきまし

た。これらのととより私は、「放射線耐性細菌細胞中において力口テ

ノイドが、放射線によって生成するラジ、カルや活性酸素※を除去し、

細胞膜等の生体脂質構造を防護することによりその放射線耐性に寄

与する」という生体防護機構を提唱しています。今後は、このような細

菌の外的ストレスに対する防護機構のより詳細な解析を進めるとと

写真：代表的な放射線耐性
細菌Rubrobacterradiotol-
er ans （よ）、Deinococcus
radiodurans （下）（それぞれ
細菌の学名）のコロニー（細
胞の塊）

もに、そのような生体防護機構がどのよ

うに進化してきたかを明らかにしていき

たいと考えています。

※ラジ、カル、活性酸素は反応性の高い化学種
であり、放射線によって生体内で生成し、放射
線の生物影響に大きく関与する。

個

図：代表的な放射線耐性細菌Rubrobacter
radiotolerans （上）、Deinococcusradiodurans 
（下）の含有赤色力口テノイド色素の構造

かれその境目を中性帯と呼ぶこと、下の層では遠くまで見通せるの

で何が燃えているのか見える可能性があるとと、放水や立った姿勢

での避難により中性帯が崩れてしまうので、放水する前に中性帯が

あるかどうか確認することが重要であるとの話がありました。ふだん

は自にするとと耳にするととがない知識ですので大変参考になりま

す。

最後は放水総合訓練です。これまでの復習として、参加者のみで可

搬型ポンプの起動、ホース3本の接続、実際の放水により標的を倒す

ととろまでを行い、研修会は終了しました。

実験所には原子力防災のための全教職員で構成する緊急作業団

があり自衛消防団も兼ねています。放射線災害に限らず、 般の事業

所や家庭と同様に火災が起とる可能性はゼ口ではありません。万一

発生した場合に備え、年2回の防災訓練や本研修会のような技術研

修を通じて、所員人人の防災意識・知識の向上および技術の習

得に引き続き努めてまいります。

は熱い煙は上、外からの新鮮な空気は下の2層に分 空気呼吸器取扱訓練の様子 放水総合訓練の様子
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｜電子ライ問乙よる放射性雄の製造 I 

原子力基礎工学研究部門放射能環境動態工学研究分野

窪田卓見助教

放射性核種は放射線を放出する物質であ

り、 般にはあまり好まれない物質のひとつで

す。しかし、ガンマ線を放出するものは、その透

過力の強古から非破壊分析に用いるととがで

きるので、重要な物質でもあります。このよう

な有用な放射性核種を、京都大学原子炉実験

所の電子ライナックで製造するととができま

す。電子ライナックは電子を加速して高エネルギ、 の電子を発生さ

せる装置ですが、この高エネルギーの電子を白金に照射して得られ

る制動放射線を用いて放射性核種の製造を行います。研究炉（KUR)

でも放射性核種の製造は行えますが、反応機構が異なるため、研究

炉では製造が難しい核種を製造することができます。放射性核種の

製造では、原料の元素とは別の元素を製造することができます。例え

ば、水銀から金を、カドミウムから銀を製造するととができます。ただ

し生産量は少なく放射性物質ですので、残念ながら、これで商売を

するのは難しそうです。それでも、分析に使う分には、十分な放射能

を得るととができます。

製造した放射性核種を用いて、福島第一原発事故により環境中に

放出した放射性物質の移行挙動に関する研究や環境中の微量元素

の回収方法（資源回収や廃棄物除去）の研究を行っています。原発事

故由来の放射性セシウムや放射性銀の挙動を模擬するために、バリ

粒子線基礎物性研究部門中性子物質科学分野

喜田昭子助教

生物の力ラ夕、は，大半がタンパク質から出

来ていますこのタンパク質は、健康食品のC

Mなどでお馴染みになった「アミノ酸」という

分子が鎖状につながり複雑な「構造」をとっ

て、初めて機能するようになります。水はH20で、

すが、比較的小さなタンパク質であるリゾチウ

ムというタンパク質で、もC616H963N19301B2S1oで，

あまりに複雑なので、化学式を見るだけではどとがどうなっているの

か判りません。そこで、「タンパク質の構造解析」が必要になります。

構造がわかると、そのタンパク質の活性部位に結合させて機能を失

わせる「阻害剤」を設計したり、酵素タンパク質を産業利用するとき

にどうすれば酵素の最大限の能力を引き出せるか、を考えたりする

道が聞けるので、構造情報はとても重要です。

私は、結晶を使って×線や中性子線で構造を明らかにする手法を

使って、タンパク質の構造を明らかにし、その構造からタンパク質の

機能に迫る「構造生物学」を専門としています。これまでに構造が明

らかになっていない様々なタンパク質や、タンパク質と他の分子の

複合体のX線結晶構造解析を行ってきました。最近では、サンゴー藻

類聞の共生に重要なキ となるタンパク質SLしそのX線構造解析に

成功しました（図．アミノ酸の鎖がリボンで表されています。（PDB

code: 3WMP, A. Kita etal, 2015））。X線では炭素や酸素、窒素など
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ウムやカドミウムを原料にして放射性核種を製造し、放射性核種の

土壌に対する吸着、植物への移行および動物体内への蓄積に関する

トレーサー実験を行っています。また、高レベル放射性廃棄物（核の

ゴミ）の地層処分において、安全評価上、重要な核種で、ある135(5の

環境中での挙動についての研究を進めています。上述の手法で製造

した135(5を用いて、環境試料の処理方法の高度化および測定手法

の開発を行っています。成果のひとつとして、環境試料中の135(5の分

析により、放射性セシウムの起源が原発事故か大気圏核実験かを示

すととができました。との成果を基に、原発事故（原子炉）由来の放射

性セシウムの拡散に関する研究に繋げたいと考えています。

植物（かんきつ類）への放射性核種の移行係数の測定

の位置が、中性子線で、は水素の位置がわかりますので，相補的に使

用することで格段に精密な構造が得られます。原子炉実験所は中性

図：SLL・2と糖の複合体構造

子線が利用できる施設ですが、タ

ンパク質結晶の中性子線回折実験

では非常に大きくて良質な結晶を

必要とし（写真）、その上、タンパク

質の水素をなるべく重水素に置換

する乙とが求められるので、結晶の

巨大化、重水素置換の汎用的な方

法の開発を進めています。またそ

れに加えて、中性子線を使ってタン

パク質変性過程を明らかにする研

究に着手しています。
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自然界には実に様々な環境が存在し、生物はそ

の多くの環境に適応できるよう多様な進化を遂

げてきました。そして、高温環境、高塩濃度環境、

強酸性環境、強アルカリ性環境等、我々の常識に

基づくと生物の生存にとって大変過酷と考えられ

るような極限環境下においても生存可能な生物種が存在していま

す。このような生物種の過酷な外環境への適応機構を解明すること

は生物進化の全体像を捉え、進化の多様性を考察する上で極めて重

要な情報を提供することになると考えられます。

それらの生物の中において、ある種の細菌は放射線に対して極め

て高い抵抗性を有しているととが知られています。との放射線耐性

細菌の放射線に対する車越した耐性機構は、生物の環境適応機構

を考える上で大変興味深い研究対象であり、その耐性機構解明に向

け世界中で多くの研究がなされています。

私は、との放射線耐性細菌の放射線耐性機構に関する研究を始

めるに当たり、それら放射線耐性細菌の共通の特徴である生体脂質

中に存在する赤色色素に注目しました（写真）。これまでに私は、「複

数の代表的な放射線耐性細菌の含有赤色色素の構造を決定し、そ

れらが特異な構造を有する力口テノイド分子である乙と（図）」「それ

ら力口テノイドが極めて高いラジカル※除去活性、抗酸化活性を有す

るとと」「放射線耐性細菌の力口デノイド非産生株は放射線に対する

平成29年11月7目、標記研修会が熊取消防署において開催されま

した。「放射線」をキーワードとした熊取町内4事業所（原子炉実験

所、原子燃料工業、住友電工ファインポリマ 、ポ二 工業）は協定

を結び、町の防災活動への寄与と災害時における相互支援を目的と

して放射線防災対策連絡協議会を設置しています。本研修会は協議

会事務局である熊取消防署において4事業所が参加して毎年開催さ

れており、消防のプ口から技術を教わる貴重な機会となっています。

実験所からは荻野、栗原、関本、高橋（筆者）の4名が参加しました。

消防署長による開会挨拶と担当者による訓練説明の後、さっそく

実技訓練に入りました。始めは可搬式消防ポンプ取扱訓練と水ース

延長訓練です。操作手順はポンプ本体に記載がありますが、起動時

に給水ホースが貯水槽に引き込まれるため確実に固定するとと、筒

先は放水時に暴れるためしっかりイ呆持する乙と、大きな声で指示を

伝達することなどの勘所を教えていただきました。またホ ス同士

の接続は、金具根本を軽く踏んで口を上向きにするととで素早く行え

るというプ口ならではのアド｝＼イスもありました。

次に空気呼吸器の取扱い訓練が行われました。

背負うボンベは重量があり、また顔につける面体も

密着性が重要ですが、装着のコツを教えていただき

ながら参加者全員が装着体験しました。当初は空気

呼吸器を装着しての煙中歩行訓練も行われる予定

でしたが、都合によりド、キュメン卜映像を視聴しな

がらの講義になりました。建物内での火災発生時に

抵抗性が著しく低下すること」「力ロテノイドが放射線照射による生

体脂質損傷に対して防護効果を示すこと」等を明らかにしてきまし

た。これらのととより私は、「放射線耐性細菌細胞中において力口テ

ノイドが、放射線によって生成するラジ、カルや活性酸素※を除去し、

細胞膜等の生体脂質構造を防護することによりその放射線耐性に寄

与する」という生体防護機構を提唱しています。今後は、このような細

菌の外的ストレスに対する防護機構のより詳細な解析を進めるとと

写真：代表的な放射線耐性
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er ans （よ）、Deinococcus
radiodurans （下）（それぞれ
細菌の学名）のコロニー（細
胞の塊）

もに、そのような生体防護機構がどのよ

うに進化してきたかを明らかにしていき

たいと考えています。

※ラジ、カル、活性酸素は反応性の高い化学種
であり、放射線によって生体内で生成し、放射
線の生物影響に大きく関与する。
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図：代表的な放射線耐性細菌Rubrobacter
radiotolerans （上）、Deinococcusradiodurans 
（下）の含有赤色力口テノイド色素の構造

かれその境目を中性帯と呼ぶこと、下の層では遠くまで見通せるの

で何が燃えているのか見える可能性があるとと、放水や立った姿勢

での避難により中性帯が崩れてしまうので、放水する前に中性帯が

あるかどうか確認することが重要であるとの話がありました。ふだん

は自にするとと耳にするととがない知識ですので大変参考になりま

す。

最後は放水総合訓練です。これまでの復習として、参加者のみで可

搬型ポンプの起動、ホース3本の接続、実際の放水により標的を倒す

ととろまでを行い、研修会は終了しました。

実験所には原子力防災のための全教職員で構成する緊急作業団

があり自衛消防団も兼ねています。放射線災害に限らず、 般の事業

所や家庭と同様に火災が起とる可能性はゼ口ではありません。万一

発生した場合に備え、年2回の防災訓練や本研修会のような技術研

修を通じて、所員人人の防災意識・知識の向上および技術の習

得に引き続き努めてまいります。

は熱い煙は上、外からの新鮮な空気は下の2層に分 空気呼吸器取扱訓練の様子 放水総合訓練の様子
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原子炉とともに過ごした波澗万丈の40年
安全原子力システム研究センター
原子力防災システム研究分野・釜江克宏教授

原子炉実験所にお世話になり約40年になります。先輩方には乙の

ように実験所で、始まり実験所で、終わった方が多くおられましたが、最

近では珍しい存在です。実験所の良き時代も悪しき時代もいろんな

立場で経験してきました。

建築学（構造学）の大学院を出て、特に将来のととも考えずに原子

力の世界に飛び込みました。実験所にとっても私にとっても波潤万

丈の40年間でした。就職のきっかけで、もあった2号炉（高中性子束

炉）計画とその後の撤回、研究・教育職への移動、強震動予測研究と

言う新たな分野への挑戦、原子炉施設の設計・建設、KURの耐震パッ

クチェック、KURやKUCAの新規制基準対応など、学生時代の専門と

その後の研究テーマを生かし、研究者（教育者でもあり）と技術者の

2足のわらじを履いた生活でした。特に2005年（平成17年）に教授に

昇進以後は、2年間の副所長（安全管理担当）在任期間も含め、KUR

などの耐震関係を含めた規制対応に明け暮れた日々でした。

今から30年近く前の1990年ごろ、将来の大地震時の強震動（地面

の強い揺れ）を予測する重要性と必要性を背景に、それまでに地震

学の世界で始まっていた強震動予測研究（断層モデルを用いた予

測）を建築や土木構造物の耐震設計に生かすべく、土学の分野に積

極的に手法やその有効性を発信するとともに、手法の高度化研究に

没頭しました。現在、予測地震動は特に高層ビルや重要構造物、中で

も原子力発電所などの耐震設計に必要不可欠な情報となっていま

放射線管理学を志して40年
原子力基礎工学研究部門
放射線安全管理工学研究分野・高橋千太郎教授

私が京都大学の大学院を出て、千葉にある放射線医学総合研究

所（放医研）に採用されてから、ちょうど40年がたつ。採用された部署

は、内部被ばく研究部といって、放射性物質を体内に取り込んだ時に

起とる放射線被ばく（内部被ばく）に関する実験研究を行う我が国で

最初の研究グ、ループで、あった。研究テーマは「プルトニウムの人体へ

の影響」であり、プル卜ニウムを安全に管理するために必須のデータ

であるプルトニウムの発がん率（どれくらいの量を摂取すると、どれく

らいの確率でがんになるか）を実験動物で、求める乙とで、あった。それ

以降、放射線の人体への影響（良い影響（放射線治療）と悪い影響

（放射線障害）の両方）を明らかにし、そのデータに基づき放射線を

安全に管理するための方策を提示する研究（放射線管理学）に従事

してきた。

私が研究を始めた1970年代は、先進国の多くが核燃料サイクルと

いって、原子炉で、使った使用済みの核燃料からプルトニウムを再処

理工場で取り出し、それを使って発電するという利用方法の開発が

試みられ、それに伴って世界各国で、プルトニウムの人体への影響研

究、特に発がんに関する研究が進められたのである。プル卜ニウム

は、ヘリウムの原子核でできたアルファ線という放射線を出すので、

きわめて強い生物効果を有している（写真）。悪魔の元素とか、地球上

で最も毒性の強い物質などと言われる所以である。厳格な放射線管

理が必要で、その基礎となる生物効果（発がん率）に関する基礎的な

データを出すことが私の研究者人生の始まりで、あった。

s 

す。特に30年前に提案した手法（統計的グリーン関数法：発表当時は

統計的波形合成法と命名していた）が今も種々の分野で使われてい

ます。ζうした研究が前述の耐震バックチェックや新規制基準への規

制対応に生かされました。特に2011年東日本大震災以降は、原子力

関連施設の耐震安全性は単に基準を満足するだけではなく、新知見

を取り入れた科学的根拠に基づ、き審査されるようになったととが、

その背景にあります。そうした新規制基準対応が無事終わり、KU亡人

KURとも約3年ぶりに運転を再開し、以前のように多くの研究者に利

用され、KURではがん患者さんへの医療照射も毎週のように実施さ

れ、感謝の声も届いてきます。退職間際まで続いた規制対応の忙し

きも吹っ飛び、今は安堵の気持ちで一杯です。

最後に、研究用原子炉を有する原子炉実験所での約40年間、原子

炉の地震に対する安全性向上を目指した地道な研究に取り組ませ

ていただいた諸先輩先生方に感謝申し上げるとともに、安全・安心

な原子炉の取り組みにご理解、ご協力いただいた自治体や防災機関

の担当者の皆さんに心から感謝申し上げます。また、実験所の皆様

には乙れからも安

全最優先に、原子

炉を最大限活用し

つつ、さらなる発展

を期待したいと思

います。ありがとう

ございました。

プルトニウムは放射能毒性の強い物質であるが、一方、アルファ線

のような放射線は粒子放射線と呼ばれ、細胞を殺傷する作用が強い

ので＼上手く使えば非常に効果的な癌の治療法になる。重粒子線治

療やホウ素中性子捕捉療法（BN仁T）がその代表例である。私の研究

もまた、プルトニウムの影響研究から、粒子線によるがん治療などの

医学利用の研究を含めた研究へと広がっていった。放射線の悪い影

響（放射線障害）と良い影響（放射線によるがん治療）の両面につい

て、放射線管理学の立場から研究を進めてきたのである。

10年前に千葉の放医研から原子炉実験所に異動後も、放射線の

安全管理と放射線の医学利用（特にBN仁Tの基礎研究）の両面で研

究を行ってきた。東京電力福島第一原子力発電所の事故は様々な点

で極めて残念な出来事であり、事故を契機に地味な学問領域である

放射線管理学が注目されたことは複雑な心境で、ある。親切な先輩や

同輩、職員の皆さん、暖かい心遣いの研究室スタッフ、そして優秀な

学生さんに固まれて、研究者人生の最後の10年聞を原子炉実験所

で過ごせたことに感謝している。

写真．マウス血液中のプルトニウムのオー
トラジ、オク、ラフィー（放射線自画像）。プル

トニウムを投与した実験動物の血液や組
織をガラス板の上に広げ、その上に特殊
な写真フィルムを重ねると、アルファ線の
通ったととろ（飛跡）が黒く感光する。ウニ
の卜ゲように見えるのがプルトニウムから
放出されたアルファ線の飛跡で、ある。プル
トニウムは長期聞にわたってアルファ線
を出し続け、体内の沈着部位の近くの細
胞を攻撃して、がん細胞に変えてしまうの
である。
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原子力基礎工学研究部門
同位体製造管理工学研究分野（大槻研究室）
短期留学生Tuさん

Hello everybody, 

My name is Tu, came from Vietnam Agen仁yfor Radiation and 

Nuclear Safety. I am writing to express my good percipience 

while working in Kyoto University Research Reactor Institute. At 

first, I would like to say thank you all for the people who are 

working in Professo「Ohtsulくi’slaboratory (Isotope Produ仁tionand 

Application) for their kindly support and help me for such the 

past and upcoming time. 

It is now a nice autumn time when I really come to study here; 

my research category was”Neutron Activation Analysis (NAA) for 

the environmental materials’＇. I think I am lu仁kybe仁ausecurrently 

the reactor facilities were re-operated after of Fukushima 

accident, so Japan was in re establish period time. 

In my resear仁h,the content mostly included a determinedness 

of elements con仁entrationsin suspended particulate matter 

(SPM). There is something useful for my future job in the Vietnam 

regulatory body such as review and assessment the safety of 

neutron application for an upcoming resear仁h reactor or 

participate in environmental monitoring project in Vietnam. 

Beside the study, this is also an opportunity to go travelling for 

me. The weather in the south of Japan is very nice and there are 

many interesting places that I plan to visit near Osaka and Kyoto 

cities which are not so far from the institute such as Osaka castle, 

To-ji temple ・ ・ ・ 

皆さん、こんにちは。私はベトナムの放射線・核安全機構から来た

卜ゥです。短い期間ですが京都大学原子炉実験所で研究する聞に、

私が感じたことを、ととに記します。まず、私を受入れてくれた大槻教

授の研究室（同位体製造管理工学研究分野）の皆さんに、いろいろと

お世話になっていることを感謝します。

私がこちらにやって来たのは秋で、とても良い季節でした。私の研

究は、中性子放射化分析を用いた環境試料の分析です。福島県の原

発事故の後、全国の原子炉が停止する中、京都大学の研究用原子炉

が再稼動したおかげで、乙の研究が可能になった乙とを、私は幸運に

思っています。また日本が復興してきているととも感じます。

乙乙での私の主な研究は、大気浮遊塵中の様々な元素の濃度を定

量することです。乙の研究は、帰国後、ベトナムの規制機聞における

仕事で役に立つと考えて

います。例えば、ベトナム

の研究炉での中性子を利

用した応用研究の安全性

の審査や評価の観点、から

や、ベトナムにおける環境

モニタリングのプロジ、エク

卜への参加などです。

研究以外には、旅行を

してみたいと考えていま

す。関西の気候はとてもよ

く、大阪や京都市内には

行ってみたいと思うおも

しろそうなところがたくさ

んあります。まずは、大阪

城や東寺など研究所から

あまり遠くないところから

行ってみようと思います。
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CERN/CHARM施設における遮蔽実験
原子力基礎工学研究部門放射線安全管理工学研究分野・八島浩助教

2017年8月20日から9月1日まで欧州原子核研究機構（CERN）にあ

る高エネルギー加速器混合粒子場（CHARM）施設での遮蔽実験に

参加してきました。

仁ERNでは、衝突型加速器LargeHadron仁ollider(LH仁）を用いて、

ヒッグス粒子の発見等、様々な成果をあげていますが、将来計画とし

てLHCの衝突頻度を上げるためのR&Dを進めています。ζのR&D

を進める上での重要な項目の1つに2次粒子による機器への影響が
あり、その評価のために建設されたのが仁HARM施設です。仁HARM

施設で、はCERNのProtonSynchrotron (PS）からの24GeV/c陽子ビー

ムを銅やアルミニウムのターゲ、ツ卜に照射して発生する2次粒子を用

いて機器への影響を評価するための照射場が設けられています。こ

の照射場で、の2次粒子に関する情報はFLUKAというシミュレーション

コードの計算から得られていますが、との計算結果の妥当性を実測

で確認する乙とは重要です。また、仁HARM施設で発生する2次粒子

CHARMターゲ、ツ卜室内 仁HARM遮蔽体上部

6 

の生成や物質内挙動に関する実験データは放射線安全に関する点

からも重要でCERNの放射線防護グループと日本の遮蔽実験グルー

プが共同で遮蔽実験を行う乙ととなり、私も声をかけていただき実

験に参加してきました。

仁ERNはスイスとフランスにまたがる巨大な研究所でスイス側に

あるEastHallという建物の中にCHARM施設がありますoCHARM施設

では以下の2つの実験を行いました。1つは2次中性子の遮蔽体透過

実験です。仁HARM施設のタ ゲツ卜上側の遮蔽は厚さを変更するこ

とができるので遮蔽体の厚さを変えながら中性子の測定を行いまし

た。もう1つはターゲッ卜室内での2次粒子測定実験です。私が主に担

当したのはタ ゲッ卜室内の2次粒子測定実験で放射化検出器を用
いた試験照射を行いました。現在実験結果の解析を進めており、今

後も2次粒子場の測定に関する研究を進められればと思っています。

実験を行ったCHARM施設があるEastHall CERNカフェテリアからの風景



原子炉とともに過ごした波澗万丈の40年
安全原子力システム研究センター
原子力防災システム研究分野・釜江克宏教授
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力の世界に飛び込みました。実験所にとっても私にとっても波潤万

丈の40年間でした。就職のきっかけで、もあった2号炉（高中性子束

炉）計画とその後の撤回、研究・教育職への移動、強震動予測研究と

言う新たな分野への挑戦、原子炉施設の設計・建設、KURの耐震パッ

クチェック、KURやKUCAの新規制基準対応など、学生時代の専門と

その後の研究テーマを生かし、研究者（教育者でもあり）と技術者の

2足のわらじを履いた生活でした。特に2005年（平成17年）に教授に

昇進以後は、2年間の副所長（安全管理担当）在任期間も含め、KUR

などの耐震関係を含めた規制対応に明け暮れた日々でした。

今から30年近く前の1990年ごろ、将来の大地震時の強震動（地面

の強い揺れ）を予測する重要性と必要性を背景に、それまでに地震
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起とる放射線被ばく（内部被ばく）に関する実験研究を行う我が国で
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は、ヘリウムの原子核でできたアルファ線という放射線を出すので、
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データを出すことが私の研究者人生の始まりで、あった。

s 

す。特に30年前に提案した手法（統計的グリーン関数法：発表当時は

統計的波形合成法と命名していた）が今も種々の分野で使われてい

ます。ζうした研究が前述の耐震バックチェックや新規制基準への規

制対応に生かされました。特に2011年東日本大震災以降は、原子力

関連施設の耐震安全性は単に基準を満足するだけではなく、新知見

を取り入れた科学的根拠に基づ、き審査されるようになったととが、

その背景にあります。そうした新規制基準対応が無事終わり、KU亡人

KURとも約3年ぶりに運転を再開し、以前のように多くの研究者に利

用され、KURではがん患者さんへの医療照射も毎週のように実施さ

れ、感謝の声も届いてきます。退職間際まで続いた規制対応の忙し

きも吹っ飛び、今は安堵の気持ちで一杯です。

最後に、研究用原子炉を有する原子炉実験所での約40年間、原子

炉の地震に対する安全性向上を目指した地道な研究に取り組ませ

ていただいた諸先輩先生方に感謝申し上げるとともに、安全・安心

な原子炉の取り組みにご理解、ご協力いただいた自治体や防災機関

の担当者の皆さんに心から感謝申し上げます。また、実験所の皆様

には乙れからも安

全最優先に、原子

炉を最大限活用し

つつ、さらなる発展

を期待したいと思

います。ありがとう

ございました。

プルトニウムは放射能毒性の強い物質であるが、一方、アルファ線

のような放射線は粒子放射線と呼ばれ、細胞を殺傷する作用が強い

ので＼上手く使えば非常に効果的な癌の治療法になる。重粒子線治

療やホウ素中性子捕捉療法（BN仁T）がその代表例である。私の研究

もまた、プルトニウムの影響研究から、粒子線によるがん治療などの

医学利用の研究を含めた研究へと広がっていった。放射線の悪い影

響（放射線障害）と良い影響（放射線によるがん治療）の両面につい

て、放射線管理学の立場から研究を進めてきたのである。

10年前に千葉の放医研から原子炉実験所に異動後も、放射線の

安全管理と放射線の医学利用（特にBN仁Tの基礎研究）の両面で研

究を行ってきた。東京電力福島第一原子力発電所の事故は様々な点

で極めて残念な出来事であり、事故を契機に地味な学問領域である

放射線管理学が注目されたことは複雑な心境で、ある。親切な先輩や

同輩、職員の皆さん、暖かい心遣いの研究室スタッフ、そして優秀な

学生さんに固まれて、研究者人生の最後の10年聞を原子炉実験所

で過ごせたことに感謝している。

写真．マウス血液中のプルトニウムのオー
トラジ、オク、ラフィー（放射線自画像）。プル

トニウムを投与した実験動物の血液や組
織をガラス板の上に広げ、その上に特殊
な写真フィルムを重ねると、アルファ線の
通ったととろ（飛跡）が黒く感光する。ウニ
の卜ゲように見えるのがプルトニウムから
放出されたアルファ線の飛跡で、ある。プル
トニウムは長期聞にわたってアルファ線
を出し続け、体内の沈着部位の近くの細
胞を攻撃して、がん細胞に変えてしまうの
である。
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属探司，！冒孟昌~
原子力基礎工学研究部門
同位体製造管理工学研究分野（大槻研究室）
短期留学生Tuさん

Hello everybody, 

My name is Tu, came from Vietnam Agen仁yfor Radiation and 

Nuclear Safety. I am writing to express my good percipience 

while working in Kyoto University Research Reactor Institute. At 

first, I would like to say thank you all for the people who are 

working in Professo「Ohtsulくi’slaboratory (Isotope Produ仁tionand 

Application) for their kindly support and help me for such the 

past and upcoming time. 

It is now a nice autumn time when I really come to study here; 

my research category was”Neutron Activation Analysis (NAA) for 

the environmental materials’＇. I think I am lu仁kybe仁ausecurrently 

the reactor facilities were re-operated after of Fukushima 

accident, so Japan was in re establish period time. 

In my resear仁h,the content mostly included a determinedness 

of elements con仁entrationsin suspended particulate matter 

(SPM). There is something useful for my future job in the Vietnam 

regulatory body such as review and assessment the safety of 

neutron application for an upcoming resear仁h reactor or 

participate in environmental monitoring project in Vietnam. 

Beside the study, this is also an opportunity to go travelling for 

me. The weather in the south of Japan is very nice and there are 

many interesting places that I plan to visit near Osaka and Kyoto 

cities which are not so far from the institute such as Osaka castle, 

To-ji temple ・ ・ ・ 

皆さん、こんにちは。私はベトナムの放射線・核安全機構から来た

卜ゥです。短い期間ですが京都大学原子炉実験所で研究する聞に、

私が感じたことを、ととに記します。まず、私を受入れてくれた大槻教

授の研究室（同位体製造管理工学研究分野）の皆さんに、いろいろと

お世話になっていることを感謝します。

私がこちらにやって来たのは秋で、とても良い季節でした。私の研

究は、中性子放射化分析を用いた環境試料の分析です。福島県の原

発事故の後、全国の原子炉が停止する中、京都大学の研究用原子炉

が再稼動したおかげで、乙の研究が可能になった乙とを、私は幸運に

思っています。また日本が復興してきているととも感じます。

乙乙での私の主な研究は、大気浮遊塵中の様々な元素の濃度を定

量することです。乙の研究は、帰国後、ベトナムの規制機聞における

仕事で役に立つと考えて

います。例えば、ベトナム

の研究炉での中性子を利

用した応用研究の安全性

の審査や評価の観点、から

や、ベトナムにおける環境

モニタリングのプロジ、エク

卜への参加などです。

研究以外には、旅行を

してみたいと考えていま

す。関西の気候はとてもよ

く、大阪や京都市内には

行ってみたいと思うおも

しろそうなところがたくさ

んあります。まずは、大阪

城や東寺など研究所から

あまり遠くないところから

行ってみようと思います。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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CERN/CHARM施設における遮蔽実験
原子力基礎工学研究部門放射線安全管理工学研究分野・八島浩助教

2017年8月20日から9月1日まで欧州原子核研究機構（CERN）にあ

る高エネルギー加速器混合粒子場（CHARM）施設での遮蔽実験に

参加してきました。

仁ERNでは、衝突型加速器LargeHadron仁ollider(LH仁）を用いて、

ヒッグス粒子の発見等、様々な成果をあげていますが、将来計画とし

てLHCの衝突頻度を上げるためのR&Dを進めています。ζのR&D

を進める上での重要な項目の1つに2次粒子による機器への影響が
あり、その評価のために建設されたのが仁HARM施設です。仁HARM

施設で、はCERNのProtonSynchrotron (PS）からの24GeV/c陽子ビー

ムを銅やアルミニウムのターゲ、ツ卜に照射して発生する2次粒子を用

いて機器への影響を評価するための照射場が設けられています。こ

の照射場で、の2次粒子に関する情報はFLUKAというシミュレーション

コードの計算から得られていますが、との計算結果の妥当性を実測

で確認する乙とは重要です。また、仁HARM施設で発生する2次粒子

CHARMターゲ、ツ卜室内 仁HARM遮蔽体上部

6 

の生成や物質内挙動に関する実験データは放射線安全に関する点

からも重要でCERNの放射線防護グループと日本の遮蔽実験グルー

プが共同で遮蔽実験を行う乙ととなり、私も声をかけていただき実

験に参加してきました。

仁ERNはスイスとフランスにまたがる巨大な研究所でスイス側に

あるEastHallという建物の中にCHARM施設がありますoCHARM施設

では以下の2つの実験を行いました。1つは2次中性子の遮蔽体透過

実験です。仁HARM施設のタ ゲツ卜上側の遮蔽は厚さを変更するこ

とができるので遮蔽体の厚さを変えながら中性子の測定を行いまし

た。もう1つはターゲッ卜室内での2次粒子測定実験です。私が主に担

当したのはタ ゲッ卜室内の2次粒子測定実験で放射化検出器を用
いた試験照射を行いました。現在実験結果の解析を進めており、今

後も2次粒子場の測定に関する研究を進められればと思っています。

実験を行ったCHARM施設があるEastHall CERNカフェテリアからの風景



誠
司
…
M
A盤凶
U
庁
A
1
加
川
市
古
川
澗
薄
型

｜名称変更について ｜ 
巻頭特集にありますように、2018年4月1日付で、 「原子炉実験
所」は「複合原子力科学研究所」に改名します。4月1日以降に

お問い合せされる際はご注意ください。

’.. .，~~~明国軍覇軍主宰耳目m1・M・f，：胆・・
日時．平成29年10月21日（土）13:30～16:00
場所：熊取交流センター（煉瓦館）「コットンホーlレ」
来場者：61名
・講演1：『放射線治療・陽子線治療を支える医学物理最前線』
講師：西尾禎治（東京女子医科大学大学院医学研究科教授）

・講演2：『重粒子線治療を支える医学物理最前線』
講師：福田茂 （放射線医学総合研究所臨床研究クラスタ放射

線品質管理室研究統括）

．講演3：『ホウ素中性子捕捉療法を支える医学物理最前線』
講師：樫井良憲（京都大学原子炉実験所准教授）
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’.. .，~~~明闘車産Ji琵謹ヨリ亙副司”ー，i‘... ・
平成29年10月29日（日）13:00～16:00に原子炉実験所におい
て開催する予定でしたが、台風22号の接近により中止しまし
た。実験教室を楽しみに参加申込みされたみなさまには大変

申し訳ありませんでした。

E~'l~~:fF-砂宜：Bi置百官主主ヨ蜘函’I‘............... 
原子炉実験所では、地域広報活動の一環として「講師派遣」

の取り組みを行っています（以下は実施した例です）。

・大阪府立岸和田高等学校への講師派遣

平成29年8月24日（木）高校1・2年生を対象に担当教員の専門分
野についての講義と大学の紹介を行いました。講師．釜江克宏教授

・兵庫県広域防災センターへの講師派遣

平成29年10月28日（土）今後の原子力災害対策について講義
を行いました。講師：中島健教授

講師派遣のお申し込みは、下記までお問い合わせください0

・総務掛FAX:072451 2600 
ホームページからも申込みできます。

http://www.「「i.kyoto-u.ac.jp/pr/lecturer

a::::::;1~自E氏側自~晴珂自I帽，>1u.-

Eヨ島判自国1臨調幸吉図面m宜野．重町員個・・・・・・・・
日時．平成30年1月25日（木）10:30～17:30

26日（金）10:00～15:40
参加者：2日間でのべ178名（学内143名、学外35名）
・特別講演1：放射線管理（学）：将来に向けて』
高橋千太郎（京都大学原子炉実験所教授）

・特別講演2：『走りっぱなしの40年間一強震動予測研究との
出会いもあって一』釜江克宏（京都大学原子炉実験所教授）

・他に、プロジ、エク卜研究成果講演1件、卜ピック講演31牛、新人
講演5件、 般講演（ポスタ発表）39件

平成30年4月7日（土）10:00～16:00に一般公開を、翌日の4月8日
旧）10:00～16:00に桜公開を開催いたします。また、4月を除く毎月
1回月曜の13:00～16:00に学術公開（施設の見学など）を開催いた
します。ご、関心のある団体、個人の来所をお待ちしております。な

お、構内において、飲食は可能ですが（アルコール飲料を除く）、禁

煙および火気厳禁です。また、ペット同伴での入場はできません。

申込などについての詳細は、原子炉実験所のHPをご覧ください。
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圏直圏直E
巻頭特集を読んで驚かれた方がいるかと思います。2018年4
月1日付で「複合原子力科学研究所」に名称変更されます。「原
子炉実験所」が設立されたのが1963年4月1日ですので55歳で
の改名となります。なお、本誌「アトムサイエンスくまとり」の名

称変更はありませんが、編集担当一問、生まれ変わった気持ち

で、より充実した紙面作りに取り組んでいきたいと思います。と

れまで同様、よろしくお願いいたします。 棲井良憲

r 
編集担当（学術情報本部出版チーム）

棲井良憲（編集長・出版副チーム長）

石禎浩、猪野雄太、斉藤毅、関本俊、鶴田八千世、

山田辰矢、横田香織、森一広（出版チーム長）

原号炉実犠pfj,t）草花ミ＝促行
きんぼうげ

日の当たる山野に生える。初夏、とて

もきれいな黄色の五弁花をつける。根

ぎわから出ている葉っぱの形が馬の足

の形に似ていることから、「馬の足形（う

まのあしがた）」の別名があるが、実際には葉っぱは3～5つ
に分かれており、馬の足よりも「鳥の足」に似ている。
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．南海ウイングパス「原子力研究所前」下車すぐ
※JR熊取駅発（所要時間約10分）「大阪体育大学前」行き、
「つば古が丘北口」行き
出南海泉佐野駅前発（所要時間約3C分）「大阪体育大学前」行き

次号以降の田布を希望される方は、総務掛
までご連絡ください。

ご意見、ご感想をお待ちしています。
広報誌「アトムサイエンスくまとり」に対するご意見、ご感
想をお待ちしています。手紙、FAX、Eメ ルでお寄せくだ
さい。また、本誌の原稿執筆や取材などにご協力いただ
ける方を求めています。総務掛までご連絡ください。

京都大学原子炉実験所総務掛
干5900494大阪府泉南郡熊取町朝代西2丁目
電話072451 2300 
ファックス：072-451-2600
電子メ ルアドレス：soumu2＠『「i.kyoto-u.aqp 
ホムペジ：http://www.rri.kyoto-u.ac.jp/

．本誌の一部または全部を無断で複写、複製、転載するととは
法律で定められた場合を除き、著作権の侵害となります。


